平成15年度｢スカウトの日｣実施要綱
●目　　的　全国の加盟団・隊スカウト・指導者が地域社会への奉仕活動をはじめ、様々なスカウト

　　　　　　活動を全国の各地域において一斉に展開し、加盟員一人ひとりが地域社会に貢献するとと

　　　　　　もに、スカウト運動が地域社会に根ざした実践活動であることを広く社会にアピールする

　　　　　　ことを目的とする。

●期　　日　平成16年9月20日(月)祝日＝敬老の日

●主　　催　財団法人ボーイスカウト日本連盟

●後　　援　文部科学省・厚生労働省・環境省(予定)

●協　　賛　セブンイレブンみどりの募金

●テーマ　　スカウトカントリー大作戦　－地球環境と食料(お米)について考えよう｡

            テーマ「スカウトカントリー大作戦」は、平成16年度で15年目を迎える。我が国(カントリー)に心豊かな社会を作るために、スカウトが空缶回収(缶トリー)をはじめとする様々

　　　　　　な活動を行い、地域社会に貢献することを期待してこのテーマを設定する。さらに、国連

　　　　　　が今年を「国際コメ年」とし、地球上の60億人の半数以上がコメを主食とし、開発途上国の飢餓と栄養不足を解消するのに優れた食材としてその重要性を認識するよう呼びかけていることから、お米を通して環境保護や食材の安全と大切さについて考え、身近にできる活動を展開して社会へアピールする場とする。

●活動内容　環境を大切にする活動、敬老の日に沿った活動、一般児童を招待して展開する活動、世界

　　　　　　スカウト平和の日に関する活動等、各団、地区、県連盟の状況に応じた活動を展開する。

●実施方法　①日本連盟は平成15年度「スカウトの日」報告書を作成し、本実施要綱と共に平成16年

　　　　　　　5月に各県・地区・団へ案内する。

　　　　　　②日本連盟は、各団に「カントリー大作戦」の事前アンケートを送付する。

　　　　　　③県連盟は、平成16年度に「スカウトの日」が積極的に展開されるよう、それぞれの方法により計画し、推進する。

　　　　　　④日本連盟は、活動資材・参加記念バッヂ等を作成し8月上旬に各団へ配布する。

　　　　　　⑤日本連盟および県連盟は、報道機関を通じて「スカウトの日」の活動を一般社会へ周知

　　　　　　　するため、報道機関へ情報を提供する。

　　　　　　⑥参加した団は平成15年度報告書(巻末の報告様式・27～28頁)により参加人数、活動内容、活動の成果写真等をとりまとめ、平成16年10月20日までに日本連盟へ報告する。

　　　　　　⑦県連盟は県内各団から報告書をとりまとめ、平成16年11月10日までに日本連盟へ報告する。様式は後日、県連盟宛に送付する。

· 報告書　日本連盟は、県連盟から提出された各団の報告をとりまとめ、平成16年度「スカウトの日」

　　　　　　報告書を作成する。

· 即日報告のお願い

　　　　　　本年度も「スカウトの日」の参加団、参加人数、活動内容を報道機関へ案内するため、

　　　　　　各県連盟の協力を得て、即日集計を行う。　　

